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<反射法(神奈川県)仕様>
受振点間隔：25m

大型バイブロ  LINE-A：＠15km、122点

 大型バイブロ  LINE-B：＠10km、 98点

ミニバイブ　　LINE-A：＠3km、199点

<屈折法(東大地震研)仕様>
・受振測線

 LINE-A： ＠18km（25m×751点)

 LINE-B： ＠10km (25m×400点)

独立観測点：12点
・発震作業

 Dynamite 4点(200kg×2、100kg､50kg)

バイブロサイス震源        3 点

=== 全調査期間
  ＊動員

  ＊受振器展開(LINE-A)

  ＊受振器展開(LINE-B)

  ＊反射法観測(LINE-A深部構造)

  ＊反射法観測(LINE-A高分解能)

  ＊反射法観測(LINE-B)

  ＊屈折法観測(D4発震)

  ＊屈折法観測(D予備日、V発震)

  ＊受振器撤収

  ＊資機材集結・発送

  ＊復員

2002年2月 2002年3月

表１　平成13年度 神奈川県・東大地震研究所
国府津～松田深部地下構造調査 現場詳細工程


